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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第63期

第２四半期連結
累計期間

第64期
第２四半期連結

累計期間
第63期

会計期間
自　2020年８月１日
至　2021年１月31日

自　2021年８月１日
至　2022年１月31日

自　2020年８月１日
至　2021年７月31日

売上高 （千円） 3,793,789 4,471,793 8,051,626

経常利益又は経常損失（△） （千円） △15,512 317,040 243,804

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 727,073 319,472 966,134

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 367,261 335,767 725,397

純資産額 （千円） 4,669,136 5,325,989 5,027,272

総資産額 （千円） 9,665,453 10,806,064 10,710,532

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 157.51 69.21 209.31

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 48.3 49.3 46.9

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 270,386 21,668 573,242

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △122,565 △103,933 144,823

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △643,846 32,079 △262,393

現金及び現金同等物の

四半期末（期末）残高
（千円） 1,957,473 2,969,036 2,971,362

 

回次
第63期

第２四半期連結
会計期間

第64期
第２四半期連結

会計期間

会計期間
自　2020年11月１日
至　2021年１月31日

自　2021年11月１日
至　2022年１月31日

１株当たり四半期純利益 （円） 155.40 29.67

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

３．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年3月31日）等を第１四半期連結会計期間の期

首から適用しており、当第２四半期連結累計期間及び当第２四半期連結会計期間に係る主要な経営指標等に

ついては、当該会計基準等を適用した後の指標等となっております。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記

載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

（１）経営成績の分析

当第２四半期連結累計期間における世界経済におきましては、欧米中心に新型コロナウィルスのワクチン接種が

進み、行動制限、海外渡航制限の緩和措置などにより、生産活動の正常化、個人消費の回復がみられました。

また、各国政府による大規模な経済対策もあり国や地域によるばらつきを伴いつつも、コロナ危機による落ち込

みからは回復が見られる一方で、世界的な半導体不足、資源高騰などのマイナス要素の深刻化や新たな変異株の発

生による感染者数の急増など不透明な状況が続いております。

わが国経済におきましても、欧米同様ワクチン接種率の高まりなどにより、徐々に経済活動の正常化が進み、緩

やかな経済成長がみられたものの、新たな変異株の発生による感染者の再拡大や世界的な資源高騰に伴い原材料の

調達に困難が生じるなど不安定な状況にあります。

当社グループが属する電子工業界では、通信向け分野において中国市場で生産調整が生じ、自動車向け分野にお

いては半導体不足、サプライチェーンの混乱が顕在化した一方で、産業機器向け分野では国内外の経済回復を背景

に需要が拡大しました。

電子工業界全体としては引き続き市場の拡大による成長の途上であり、デジタル化の進展を背景とした５Ｇ通信

向け分野の部品需要は旺盛で、産業機器向け分野、自動車向け分野についても堅調な受注がみられるなど、当連結

累計期間において、総じて好調な市場環境にありました。

このような状況のもと、当社グループは、徹底したマーケティング活動と新ラインの増強による受注並びに売上

の拡大を図るとともに、更なる生産性の改善、微細めっき技術の追求、製造工程の自動化、効率化および高精度の

品質を維持すべく積極的に改善活動に取り組んでまいりました。

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は4,471百万円（前年同期比17.9％増）、営業利益は317百万円

（前年同期比592.3％増）、経常利益は317百万円（前年同期は経常損失15百万円）、親会社株主に帰属する四半期

純利益は63期第２四半期において関係会社出資金売却益753百万円を計上したことなどにより、対前期比では減少の

319百万円（前年同期比56.1%減）となりました。

なお、セグメント毎の経営成績は次のとおりであります。

 

① 日本

　当第２四半期連結累計期間は、５Ｇ向けを中心とした通信機器向け、産業機器向け、自動車関連向けの部品需要

に対応すべく積極的な受注活動、生産体制の拡充に努めてまいりました。

この結果、売上高は3,703百万円（前年同期比31.4％増）、営業利益は249百万円（前年同期は営業損失5百万

円）となりました。

 

② フィリピン

当第２四半期連結累計期間は、車載関連を中心とした受注活動の強化、生産体制見直し等の収益改善活動を進め

てまいりました。

この結果、売上高は798百万円（前年同期比22.7％増）、営業利益32百万円（前年同期比18,828.9％増）となり

ました。

 

（２）財政状態の分析

　当第２四半期連結会計期間末の総資産は、投資有価証券が114百万円、機械装置及び運搬具（純額）が69百万円

減少したものの、原材料及び貯蔵品が83百万円、製品が63百万円増加したことなどから、前連結会計年度末と比べ

95百万円増加し10,806百万円となりました（前連結会計年度末は10,710百万円）。

　負債は、短期借入金が120百万円、未払法人税等が43百万円増加したものの、流動負債その他が219百万円、支払

手形及び買掛金が73百万円減少したことなどから、前連結会計年度末と比べ203百万円減少し、5,480百万円となり

ました（前連結会計年度末は5,683百万円）。

　また、純資産は、その他有価証券評価差額金が59百万円減少したものの、利益剰余金が282百万円増加したこと

などから、前連結会計年度末と比べ298百万円増加し、5,325百万円となりました（前連結会計年度末は5,027百万

円）。
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（３）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末と比較して2百万円減少

し、2,969百万円となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、21百万円の増加（前年同期は270百

万円の増加）となりました。これは主に、たな卸資産の減少額が131百万円、仕入債務の減少額が85百万円あった

ものの、税金等調整前四半期純利益の増加額が370百万円あったことなどによるものです。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、103百万円の減少（前年同期は122百

万円の減少）となりました。これは、投資有価証券の売却による収入が96百万円あったものの、有形固定資産の取

得による支出が174百万円あったことなどによるものです。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、32百万円の増加（前年同期は643百

万円の減少）となりました。これは、主に長期借入金の返済による支出が106百万円、配当金の支払が36百万円

あったものの、短期借入金の純増額が120百万円あったことなどによるものです。

 

（４）経営方針・経営戦略等

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

（５）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業上及び財務上の対処すべき課題はありません。

 

（６）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は28百万円であります。なお、当第２四

半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 17,600,000

計 17,600,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2022年１月31日）

提出日現在発行数（株）
（2022年3月15日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 5,000,000 5,000,000

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

(スタンダード)

単元株式数100株

計 5,000,000 5,000,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2021年11月１日～

2022年１月31日
－ 5,000,000 － 962,200 － 870,620
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（５）【大株主の状況】

  2022年１月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数

(株)

発行済株式（自
己株式を除
く。）の総数に
対する所有株式
数の割合(％)

荒巻　芳幸 横浜市港北区 739,480 16.02

㈲山旺商事 横浜市港北区綱島東５丁目24番13号 528,000 11.44

山王貴金属㈱ 横浜市港北区新吉田町3392番38号 209,700 4.54

㈱りそな銀行 大阪市中央区備後町２丁目２番１号 192,000 4.16

荒巻　拓也 横浜市港北区 153,000 3.31

荒巻　喜代子 横浜市港北区 124,140 2.69

株式会社SBI証券 東京都港区六本木１丁目６番１号 109,203 2.37

住友生命保険相互会社 東京都中央区築地７丁目18番24号 100,000 2.17

山王従業員持株会 横浜市港北区綱島東5丁目８番８号 86,960 1.88

荒巻典之 群馬県太田市 73,000 1.58

計 － 2,315,483 50.16

（注）上記のほか、当社所有の自己株式384,248株があります。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2022年１月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
(自己保有株式)

－ －
普通株式 384,200

完全議決権株式（その他） 普通株式 4,612,700 46,127
権利内容に何ら限定のな
い当社における標準とな
る株式

単元未満株式 普通株式 3,100 － 同上

発行済株式総数  5,000,000 － －

総株主の議決権  － 46,127 －

 

②【自己株式等】

    2022年１月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

㈱ 山王
横浜市港北区綱島東

５丁目８番８号
384,200 － 384,200 7.68

計 － 384,200 － 384,200 7.68

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2021年11月１日から2022

年１月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（2021年８月１日から2022年１月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表について有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2021年７月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年１月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,051,374 3,049,049

受取手形及び売掛金 2,445,169 2,485,028

製品 88,689 152,227

原材料及び貯蔵品 1,406,888 1,490,642

その他 254,445 287,859

貸倒引当金 △250 △250

流動資産合計 7,246,317 7,464,557

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 162,949 188,404

機械装置及び運搬具（純額） 859,525 790,227

土地 1,226,410 1,226,410

リース資産（純額） 83,340 65,538

建設仮勘定 349,574 395,527

その他（純額） 149,504 137,900

有形固定資産合計 2,831,305 2,804,008

無形固定資産 112,192 125,067

投資その他の資産   

投資有価証券 424,912 309,966

その他 95,805 102,465

投資その他の資産合計 520,717 412,431

固定資産合計 3,464,215 3,341,507

資産合計 10,710,532 10,806,064
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2021年７月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年１月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 331,270 257,751

短期借入金 ※１ 2,520,000 ※１ 2,640,000

１年内返済予定の長期借入金 ※１ 249,069 ※１ 262,580

リース債務 48,384 44,706

未払法人税等 9,119 52,720

その他 592,332 372,511

流動負債合計 3,750,175 3,630,270

固定負債   

長期借入金 ※１ 1,488,680 ※１ 1,449,900

リース債務 69,331 49,023

退職給付に係る負債 199,281 192,195

繰延税金負債 56,008 39,678

その他 119,781 119,007

固定負債合計 1,933,084 1,849,805

負債合計 5,683,260 5,480,075

純資産の部   

株主資本   

資本金 962,200 962,200

資本剰余金 870,620 870,620

利益剰余金 3,067,859 3,350,405

自己株式 △125,383 △125,507

株主資本合計 4,775,295 5,057,717

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 110,304 50,457

為替換算調整勘定 142,050 218,178

退職給付に係る調整累計額 △377 △364

その他の包括利益累計額合計 251,976 268,271

純資産合計 5,027,272 5,325,989

負債純資産合計 10,710,532 10,806,064
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間

(自　2020年８月１日
　至　2021年１月31日)

当第２四半期連結累計期
間　　

(自　2021年８月１日
　至　2022年１月31日)

売上高 3,793,789 4,471,793

売上原価 3,128,879 3,513,077

売上総利益 664,910 958,715

販売費及び一般管理費 ※１ 619,122 ※１ 641,705

営業利益 45,787 317,010

営業外収益   

受取利息 3,245 2,891

為替差益 16,118 3,431

補助金収入 － 20,000

その他 14,268 10,954

営業外収益合計 33,632 37,278

営業外費用   

支払利息 21,511 24,273

支払手数料 53,673 900

その他 19,747 12,074

営業外費用合計 94,933 37,247

経常利益又は経常損失（△） △15,512 317,040

特別利益   

投資有価証券売却益 － 53,047

関係会社出資金売却益 753,993 －

特別利益合計 753,993 53,047

税金等調整前四半期純利益 738,480 370,087

法人税、住民税及び事業税 11,806 53,251

法人税等調整額 △399 △2,635

法人税等合計 11,406 50,615

四半期純利益 727,073 319,472

親会社株主に帰属する四半期純利益 727,073 319,472
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間

(自　2020年８月１日
　至　2021年１月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年８月１日
　至　2022年１月31日)

四半期純利益 727,073 319,472

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 66,633 △59,846

為替換算調整勘定 △427,088 76,128

退職給付に係る調整額 643 13

その他の包括利益合計 △359,812 16,294

四半期包括利益 367,261 335,767

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 367,261 335,767
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間

(自　2020年８月１日
　至　2021年１月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年８月１日
　至　2022年１月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 738,480 370,087

減価償却費 239,162 208,677

投資有価証券売却損益（△は益） － △53,047

関係会社出資金売却益 △753,993 －

受取利息及び受取配当金 △4,225 △4,311

支払利息 21,511 24,273

支払手数料 53,673 900

為替差損益（△は益） △17,168 △1,253

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △3,893 △7,310

売上債権の増減額（△は増加） 72,854 △32,835

たな卸資産の増減額（△は増加） 51,039 △131,810

仕入債務の増減額（△は減少） △34,082 △85,740

未払消費税等の増減額（△は減少） 1,798 △56,391

未払費用の増減額（△は減少） △22,442 △72,649

その他 △20,202 △115,046

小計 322,512 43,540

利息及び配当金の受取額 4,290 4,402

利息の支払額 △21,511 △24,343

法人税等の支払額 △34,904 △1,930

営業活動によるキャッシュ・フロー 270,386 21,668

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △15,415 －

定期預金の払戻による収入 61,400 －

有形固定資産の取得による支出 △134,849 △174,974

無形固定資産の取得による支出 △17,123 △21,544

投資有価証券の取得による支出 △5,156 △4,091

投資有価証券の売却による収入 － 96,327

連結の範囲の変更を伴う関係会社出資金の売却に

よる支出
※２ △11,419 －

その他 － 348

投資活動によるキャッシュ・フロー △122,565 △103,933

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,205,400 120,000

長期借入れによる収入 1,456,000 81,000

長期借入金の返済による支出 △3,206,346 △106,270

リース債務の返済による支出 △23,331 △23,985

配当金の支払額 △22,814 △36,541

その他 △52,753 △2,123

財務活動によるキャッシュ・フロー △643,846 32,079

現金及び現金同等物に係る換算差額 △26,790 47,860

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △522,814 △2,325

現金及び現金同等物の期首残高 2,480,288 2,971,362

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１ 1,957,473 ※１ 2,969,036

 

EDINET提出書類

株式会社山王(E02121)

四半期報告書

13/20



【注記事項】

（会計方針の変更）

　　　（収益認識に関する会計基準等の適用）

　　　　　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年3月31日。以下「収益認識会計基準等」と

　　　　いう。）を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時

　　　　点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。なお、

　　　　「収益認識に関する会計基準の適用指針」第98項に定める代替的な取扱いを適用し、製品の国内の販売にお

　　　　いて、出荷時から当該製品の支配が顧客に移転されるときまでの期間が通常の期間である場合には、出荷時に

　　　　収益を認識しております。

　　　　　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従っ

　　　　ており、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１

　　　　四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

　　　　　この結果、当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響はありません。また、利益剰余金の当期首残高へ

　　　　与える影響もありません。

　　　　　なお、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号　2020年3月31日）第28－15項に定める

　　　　経過的な取扱いに従って、前第２四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記

　　　　載しておりません。

 

 

　　　（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　　　　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年7月4日。以下「時価算定会計基準」という。）

　　　等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」

　　　（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44－2項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が

　　　定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。

　　　　なお、当第２四半期連結累計期間の四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

 

 

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症の影響）

　前事業年度の有価証券報告書の(追加情報)(新型コロナウイルス感染症の影響)に記載した新型コロナウイルス

感染症の収束時期等を含む仮定について重要な変更はありません。

 

 

（四半期連結貸借対照表関係）

　※1　コミットメントライン契約

　当社は、安定的かつ機動的な資金調達を行うために、株式会社りそな銀行等との間で、コミットメントライン契約

を締結しております。

 
前連結会計年度

（2021年７月31日）
当第２四半期連結会計期間

（2022年１月31日）

コミットメントラインの総額 3,600,000千円 3,600,000千円

借入実行残高 3,039,000 3,240,000

差引額 561,000 360,000

 

（四半期連結損益計算書関係）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間

(自　2020年８月１日
　至　2021年１月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年８月１日
　至　2022年１月31日)

給与 188,515千円 164,599千円

退職給付費用 4,262 11,640
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自 2020年８月１日
至 2021年１月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自 2021年８月１日
至 2022年１月31日）

現金及び預金勘定 2,037,486千円 3,049,049千円

預入期間が３か月を超える定期預金  △80,012  △80,012

現金及び現金同等物 1,957,473 2,969,036

 

※２　持分の売却により連結子会社でなくなった会社の資産及び負債の主な内訳

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2020年8月1日　至　2021年1月31日）

持分の売却により山王電子（無錫）有限公司が連結子会社でなくなったことに伴う売却時の資産及び負債の内

　　　　訳並びに株式の売却価額と売却による収入（純額）は次のとおりであります。

 

流動資産　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　868,640千円

固定資産　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 60,360千円

流動負債　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　△536,872千円

固定負債　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　△1,084千円

為替換算調整勘定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　△366,829千円

関係会社出資金売却益　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　753,993千円

連結範囲の変更を伴う関係会社出資金の売却価額　　　　　　　　　　　778,206千円

未収入金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　△700,506千円

連結子会社の現金及び現金同等物　　　　　　　　　　　　　　　　　 △89,119千円

差引：連結の範囲の変更を伴う関係会社出資金の売却による支出　　　 △11,419千円

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2021年8月1日　至　2022年1月31日）

　　該当事項はありません。

 

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2020年８月１日　至　2021年１月31日）

１．配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

配当の原資
１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日

2020年10月28日
定時株主総会

普通株式 22,814 利益剰余金 5 2020年７月31日 2020年10月29日

 

 

２．株主資本の金額の著しい変動

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2021年８月１日　至　2022年１月31日）

１．配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

配当の原資
１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日

2021年10月27日
定時株主総会

普通株式 36,926 利益剰余金 8 2021年7月31日 2021年10月28日

 

 

２．株主資本の金額の著しい変動

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自 2020年８月１日　至 2021年１月31日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 日本 中国 フィリピン 合計
調整額

（注）１

四半期連結

損益計算書

計上額（注）２

売上高       

外部顧客への売上高 2,797,337 345,998 650,453 3,793,789 － 3,793,789

セグメント間の内部売上高又

は振替高
20,772 － － 20,772 △20,772 －

計 2,818,110 345,998 650,453 3,814,562 △20,772 3,793,789

セグメント利益又は損失（△） △5,904 11,117 171 5,384 40,403 45,787

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２　報告セグメントごとの資産に関する情報

　（子会社の減少による資産の著しい減少）

　当第２四半期連結会計期間において、山王電子（無錫）有限公司を連結の範囲から除外したことにより、前

連結会計年度の末日に比べ、「中国」のセグメント資産が、1,046,237千円減少しております。

 

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自 2021年８月１日　至 2022年１月31日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 日本 フィリピン 合計
調整額

（注）１

四半期連結

損益計算書

計上額（注）２

売上高      

外部顧客への売上高 3,673,394 798,399 4,471,793 － 4,471,793

セグメント間の内部売上高又

は振替高
29,838 － 29,838 △29,838 －

計 3,703,233 798,399 4,501,632 △29,838 4,471,793

セグメント利益 249,656 32,392 282,048 34,961 317,010

（注）１．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

（企業結合等関係）

該当事項はありません。
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（収益認識関係）

　顧客との契約から生じる収益を分解した情報

 

　　当第２四半期連結累計期間（自　2021年8月1日　至　2022年1月31日）

 

 
報告セグメント

合計
日本 フィリピン

一時点で移転される財 3,673,394 798,399 4,471,793

一定の期間にわたり移転される財 － － －

顧客との契約から生じる収益 3,673,394 798,399 4,471,793

その他の収益 － － －

外部顧客への売上高 3,673,394 798,399 4,471,793

 

 

 

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2020年８月１日
至　2021年１月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2021年８月１日
至　2022年１月31日）

１株当たり四半期純利益 157円51銭 69円21銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 727,073 319,472

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期

純利益（千円）
727,073 319,472

普通株式の期中平均株式数（千株） 4,615 4,615

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

 

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2022年3月15日

株式会社山王

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

東京事務所

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 井 上　倫 哉

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 中 村　大 輔

 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社山王の

2021年８月１日から2022年７月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2021年11月１日から2022年１月31日

まで）及び第２四半期連結累計期間（2021年８月１日から2022年１月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、

四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び

注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社山王及び連結子会社の2022年１月31日現在の財政状態並びに

同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じ

させる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー手

続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年

度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認めら

れると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結

論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において四半期連

結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない

場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、四

半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続でき

なくなる可能性がある。

・四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基

準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務諸表

の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事

項が認められないかどうかを評価する。

・四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査人

は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査人の

結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見事

項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講じて

いる場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　上

 

　（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

 ２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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